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１．目的：都市部ではヒートアイランド現象に代表さ

れるような特殊な都市気候により，都市周辺部より気

温が上昇することが指摘されている．都市部の高温化

は，熱帯夜，真夏日を増加させ，電力需要の増加など

都市固有の問題が顕在化している．これらの対策とし

て屋上緑化や都市排熱の有効利用，保水性舗装の普及

など多くの取り組みが行われている．また，「打ち水大

作戦」など市民レベルの活動による熱環境緩和の取り

組みが行われている．著者らは，河川が周辺の都市化

された地域の熱環境に与える影響について明らかにす

ることを目的として観測を行った．本稿では，河川上

の冷涼な空気が周辺地域に浸入し熱環境を緩和するこ

とを検証し，周辺の土地利用状態の違いによる緩和効

果の評価を行った。 

２．観測概要：本観測は 2005 年 8 月 30 日～9月 12 日

までの 14 日間行われた．観測対象地域は，東京都江戸

川区小松川，荒川右岸の河口より 3～5km 地点付近の約

2km2である．この観測対象地域の下流側は高規格堤防

が整備され，堤内地側は公園，高層住宅地となってい

る．上流側は高規格堤防未整備の地域であり堤内地側

の土地利用は低層密集住宅地となっている．観測項目

は，温湿度，風向・風速，日射量，地表面温度である．

観測対象地域と設置した観測機材の配置を図‐１に示

す．温湿度は合計 29 地点で地上から 1.5m の高さで計

測し，その内の図中 P で示している地点は地上から約

15m までの温湿度の鉛直分布を計測している．図中 S

で示している地点は,高層ビル屋上において風向・風速，

日射量を計測した．温湿度計は河川から堤内地側に線

上に設置し，土地利用状況から，河川上流から高規格

堤防未整備，高規格堤防整備(高層住宅)，高規格堤防

整備(公園)，橋・高架道路上の計 4 地域に配置した．

地上付近の風向・風速及び降雨量として図中 W で示す

国土交通省小名木川出張所のデータを用いている． 

３．天気概況：観測期間中 2005 年 8 月 30 日～9 月 12

日までの気温，風向・風速，降雨量の時系列を図‐2 
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図‐1 観測対象地域と観測機材の配置 

図‐2 観測期間中の日射,気温,風向･風速,降雨量の時系列
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Date(31/Aug/2005)

：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（D–1,D–2,D–3)
：荒川河川敷（C–4)
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Date(2/Sep/2005)

：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（D–1,D–2,D–3)
：荒川河川敷（C–4)
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Date(4/Sep/2005)

：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（D–1,D–2,D–3)
：荒川河川敷（C–4)
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：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（D–1,D–2,D–3)
：荒川河川敷（C–4)
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Date(1/Sep/2005)

：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（D–1,D–2,D–3)
：荒川河川敷（C–4)
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Date(3/Sep/2005)

：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（D–1,D–2,D–3)
：荒川河川敷（C–4)

            

 
図‐3 高規格堤防未整備，整備(公園)の気温の時系列
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に示す．観測期間前半の 8月 30 日～9月 4 日までは日射

量からもわかるように快晴で，最高気温も 28℃以上とり，

風向・風速の日変化が見られる．9月 5日～9月 8日は台

風接近，通過の影響を受け気温は上昇せず日射量も少な

かった．台風接近，通過する間の総降雨量は 140mm であ

った．また，期間中に 2 度あった雷雨により急激な気温

低下が観測されている． 

４．観測結果：観測期間前半の 8月 30 日～9月 4 日まで

の快晴日における高規格堤防未整備地域と高規格堤防整

備地域（公園）の気温の時系列を図‐3に示す．高規格堤

防未整備地域の堤内地側の気温は河川敷の気温よりも日

中，夜間ともに高温になっていることがわかる．高規格

堤防整備地域（公園）の気温は河川敷の気温とほぼ同じ

であることがわかる．高規格堤防未整備地域と高規格堤

防整備地域（高層住宅）についての気温の時系列を図‐4に示す．高規格堤

防整備地域（高層住宅）の気温は，高規格堤防整備地域（公園）の気温と比

べ地点毎の気温のばらつきが大きいが河川敷の気温とほぼ同様の傾向とな

っている．河川敷と高規格堤防整備，未整備地域における各日の最高気温の

関係について図‐5に示す．高規格堤防整備地域の最高気温は，河川敷の最

高気温と対応していることがわかる．しかし，高規格堤防未整備地域は河川

敷よりも気温 30℃以上で約 1～2℃高いことがわかる．河川敷と高規格堤防

整備，未整備地域における各日の最低気温の関係について図‐6に示す．高

規格堤防整備（公園）の最低気温は河川敷より約 1℃高く，高規格堤防整備

地域（高層住宅）と高規格堤防未整備地域はほぼ同様な傾向であり，河川敷

よりも 1～2℃高くなっていることがわかる．河川敷と高規格堤防整備，未

整備地域における各日の平均気温の関係について図‐7に示す．高規格堤防

整備地域（公園）は河川敷の平均気温とほぼ対応している．高規格堤防整備

（高層住宅）の平均気温は河川敷より 1℃程度高く，高規格堤防未整備地域

は 2℃程度高い傾向であった． 

５．考察：本研究より河川周辺の気温について，土地利用形態により異なる

熱環境であることが示された．高規格堤防未整備地域の各日の最高気温は河

川敷より高くなっているが整備地域では河川敷とほぼ同じ気温であった．高

規格堤防を整備し建蔽率や堤防形状が変わり河川上の冷涼な空気が浸入し

易くなったためである．最低気温では，地表面状態が整備地域（高層住宅），

未整備地域でアスファルトであることから，夜間は地表面からの影響により

気温がほぼ同じである．日中の気温差は，地表面状態の違いの影響も受けて

いるが，海風卓越時間の午前 9時頃から気温差が生じ始めていることから，

河川上の冷涼な空気が日中の海風とともに侵入する影響が大きい． 
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Date(1/Sep/2005)

：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（E–1,E–2,E–3,E–4,E–5)
：荒川河川敷（C–4,E–6)
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：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（E–1,E–2,E–3,E–4,E–5)
：荒川河川敷（C–4,E–6)
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：荒川河川敷（C–4,E–6)

            

0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00 24:00
20

25

30

35

Te
m

pe
ra

tu
re

[°
C

]

Date(2/Sep/2005)

：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（E–1,E–2,E–3,E–4,E–5)
：荒川河川敷（C–4,E–6)

            

0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00 24:00
20

25

30

35

Te
m

pe
ra

tu
re

[°
C

]

Date(4/Sep/2005)

：高規格堤防未整備地域（C–1,C–2,C–3)
：高規格堤防整備地域（E–1,E–2,E–3,E–4,E–5)
：荒川河川敷（C–4,E–6)

            

図‐4 高規格堤防未整備,整備(高層住宅)の気温の時系
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図‐5 河川敷と高規格堤防整備，未整
備地域における各日の最高気温の関係
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図‐6 河川敷と高規格堤防整備，未整
備地域における各日の最低気温の関係
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図‐7 河川敷と高規格堤防整備，未整

備地域における各日の平均気温の関係
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